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はじめに

生活科は1989年3月告示の小学校学習指導要領において誕生した＾ その準備段階での論議の

考察を、「原点から問い直す生活科の未来(1)」として、 今年度本研究報告（人文・社会科学·

自然科学篇）にまとめた。 本稿では、 告示後の生活科夷践に参加し、 学び、 リアルタイムで各

種教育雑誌に寄稿した拙稿を辿ることから生活科の未来の課題を浮き彫りにしたいc

第1章 全面実施前夜では

ヽ， ’
‘

　学習指導要領が告示されたあと、 全国の研究校で生活科の授業が公開され、 かつてない

数の教師が参観した。 そして戸惑ったc 元気だが意味を読み取れない子どもたちの多種多

様な動き、 次々と子どもにWをかけるが教えることを放梨したかに見える教師の姿に。 生 

活科実践への歩みは「授業の見方」を変えることから始まった。 学洲指祁要領•Pi·示から2 

年目の1991年秋、「生活科の授業を見る『ものさし』」との「生活科授業研究』親媒部の求 

めに応じて寄稿したのが本章の「第1節 生活科にふさわしい『授業の見方』とは」であ

る。 さらに全ての小学校で生活科を実施しなければならない新学期が近づくにしたがい、 

管理職の立場の教師から、 生活科の説明の仕方を求められるようになった。 授業者なら生 

活科授業実践に参加してもらえばいい。 だが、「説明の仕方」となれば
“

新たな言葉 
＂

が必 

要になる c 管理職が主たる読者の「学校運営研究j絹集部の依頼により、 生活科全面実施 

直前の1992年2 月号に寄稿したのが「第2節 生活科実践の基本用語」である。

ここにあげた教育誌はともに明治図害の樋口雅子氏が編巣長であるっ 本報告のH的は、 

生活科誕生期90年代の拙稿の再考察の作業を、 今と未来を生きる子どもたちへの教育課題 

を問い直す試みに重ねることだが、 それは樋口氏を代表に教育ジャ ー ナリズムが果たした

役割の再評価につながるであろう。 ヽ、 、
"'-------------------------------------------------------------------------------ー‘

社会科教脊講座


































































